
観光地域づくり法人形成･確立計画 

 
記入日：令和５年７月３１日 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 地域 DMO 

観光地域づくり法

人の名称 

一般社団法人 福島市観光コンベンション協会 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

福島市 

所在地 福島県福島市 

設立時期 平成２１年６月２１日 

事業年度 ４月１日から翌年３月３１日までの１年間 

職員数 ２１人【常勤２１人（正職員７人・パート職員７人・契約社員３名・委託３

人、市派遣１人）】 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

（氏名） 

坪井大雄 

（出身組織名） 

福島商工会議所副会頭 

地域を代表するタクシー会社を営む傍ら、日本商

工会議所青年部副会長、福島商工会議所副会頭、

福島県商工会議所連合会理事など商工関連要職を

歴任する。観光地域づくりや関係人口拡大に関す

る造形はきわめて深い。 

・専務理事 

・CSO：Chief 

strategy officer 

清野 正紀 

「専従」 

福島市からの派遣職員で、観光課、農業振興課、

広報課など数多くの部署での勤務経験を有してい

る。市役所内で豊富な人脈を持ち、人望も厚いこ

とから、市とのパイプ役として当会が抱える市関

連事業の全体調整を担う。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者 

（ＣＭＯ：チーフ 

・マーケティング 

・オフィサー/SO：

Strategy Officer） 

・最高戦略責任者 

（事務局長） 

横葉 純一 

「専従」 

大手旅行会社で、非マスツーリズム型観光振興に

長年携わる。特に、地域経済循環型観光振興、イ

ンバウンド誘致、国際会議や MICE 運営、スポ

ーツ・文化ツーリズム等に強みを有する。令和３

年入社後、個人消費喚起型の観光振興や MICE

誘致に加え、ワクチン接種オペレーション、農業

振興、ふるさと納税等、幅広い領域で実践をこな

し、令和５年度より事務局長就任。 

・財務責任者 

（FO：Financial 

Officer） 

（事務局次長） 

高橋 康 

「専従」 

中国での留学を経て中華系インバウンド旅行会社

などで１６年間勤務。財務管理（補助金管理、自

主事業収益金管理③金融資金調達、経理管理）主

務者の他、デジタルマーケティングシステムの普

及や中華圏インバウンド誘致も担う。 

・インバウンド誘

致プロデューサー 

・国際 MICE 誘致

リーダー 

村田 崇 

「専従」 

 

米国内の大学を卒業後、PCO で翻訳コーディネ

ータとして翻訳制作全般の工程管理に従事。その

後、通訳者・翻訳者養成機関の運営、法人向け語

学研修の管理等に携わる。当会では、国際 MICE

やハイブリッド MICE、欧米系インバウンドなど

の誘致を担う。 
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・バリアフリー推

進プロデューサー 

・ふくしまバリア

フリーツアーセン

ター長 

佐藤 由香利 

「専従」 

障がい当事者として、「ふくしまバリアフリーツ

アーセンター長」を兼任。福島県内のバリアフリ

ー観光情報発信に加え、施設バリアフリー化改修

指導や『心のバリアフリー』普及活動等が高く評

価され、Japan Travel Award 2022 初代グランプ

リ受賞。講演活動多数あり。 

・ロケツーリズム

プロデューサー 

・コンテンツマー

ケッター 

金澤 千裕 

「委託」 

（個人事業主） 

 

福島市と連携したロケツーリズム誘致及びプロモ

ーション担当。また、女性視点マーケティングの

スぺシャリストとして、女性に共感される商品や

サービスの開発・改良助言や支援を市内事業者に

対して行う。『規格外桃を活用した地域経済循環

促進クラスター』構築を企図した新戦術

『Fukushima Peach Holiday』主担当を担う。 

・データサイエン

ティスト 

・コンテンツマー

ケッター 

三宅 晃司 

「委託」 

（株式会社 Area Linc 

CXO 顧客体験責任者） 

 

MBA ホルダーとして、星野リゾートで魅力創出

や宿泊プランの造成を担当。その後福島県内自治

体に入庁し、観光課や秘書広聴課で活躍。観光課

では夜間観光活性化で成果を上げる。2022 年、

旅館の運営やコンサルティングを主な事業とする

ベンチャーの顧客体験責任者（CXO）として、マ

ーケティングや集客戦略を担っている。当会では

地域データ分析や同ノウハウの地域への普及指

導、コペンハーゲン型観光ビジネスモデル普及実

践を担う。 

・コンテンツマー

ケッター 

・MICE 誘致担当 

髙橋ちひろ 

「委託」 

（個人事業主） 

 

広告代理店にて、自治体の観光・食分野を中心

に、国内外向けのサイトや動画制作、デジタルプ

ロモーション、マスメディアバイイング、イベン

トの企画・運営、調査業務等にプロデューサーと

して従事。当会では、ふるさと納税の返礼品コン

テンツ開発、インバウンド事業企画遂行、MICE

誘致を担う。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

福島市観光交流推進室  （観光プロモーション・温泉地振興・地域資源振

興、企画戦略） 

福島市コンベンション施設整備課（国際 MICE 誘致） 

福島市文化スポーツ振興室（スポーツや文化施設を活用した来訪者誘致） 

福島市政策調整課    （関係人口拡大・ふるさと納税） 

福島市デジタル推進課  （地域 DX 推進） 

福島市定住交流課    （移住者誘致） 

福島市交通政策課    （地域公共交通） 

福島市農業振興課    （農産品・六次産品の振興） 

福島市企業立地課    （ベンチャー企業誘致、スタートアップ支援） 

福島市障がい福祉課   （こころのバリアフリー普及） 

連携する事業者名

及び役割 

福島市旅館ホテル協同組合（MICE 誘致、スポーツツーリズム誘致） 

土湯温泉観光協会    （観光地経営） 

岳温泉旅館協同組合   （観光地経営） 

飯坂温泉旅館協同組合  （観光地経営） 

高湯温泉旅館協同組合  （観光地経営） 

福島市観光開発㈱    （観光施設関連） 

福島商工会議所     （まちなか活性化関連） 

JA ふくしま未来     （農産品開発・改良・流通支援） 

JR 東日本福島駅       （一次交通） 
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福島交通㈱       （二次交通） 

一般社団法人福島県タクシー協会県北支部（二次交通） 

福島貸切辰巳屋タクシー （二次交通） 

大和自動車交通㈱    （二次交通） 

ふくしま花案内人    （ボランティアガイド） 

福島市ロケツーリズム推進協議会（ロケ誘致） 

福島市観光農園協会   （農産品流通支援） 

福島ふるさと体験交流会 （体験コンテンツ開発） 

手づくりマルシェ       （特産品開発・流通、体験コンテンツ開発・流通） 

道の駅ふくしま     （農産品、六次産品流通、来訪者循環促進） 

DMC ふくしま RISE        （飯坂温泉エリアの活性化） 

夜の果樹園実行委員会  （ナイトエコノミーコンテンツ） 

(株)MICE PLATFORM         （デジタル MICE 誘致） 

(株)OMJ         （デジタルプラットフォーム運営支援） 

(株)HER STORY       （女性視点マーケティング普及支援) 

山形大学 MOT 大学院（先進テックと地域リソース掛け合わせによるビジネス

モデル創出） 

福島大学 食農学類      （県産品に関する技術相談） 

福島学院大学               （地域貢献型 PBL プログラム） 

コラッセふくしま    （コンベンション施設） 

福島テルサ       （コンベンション施設） 

 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

【該当する登録要件】② 

地方創生の鉄則である官民一体型でありながら、スピード感を重視した『グリ

ーン』型の観光地域づくり組織化を実現するため、観光地域づくり戦略立案や

執行に際しては、多くの主体者とコンセプト共有（理念・目的・背景の認識合

わせ）を行いつつ、理事会は理事のみならず、各地観光協会や福島市が参加で

きるようにしている。 

CSV 型地域づくり（地域課題解決と地域価値創出の両立）を旨としている戦術

立案や執行については、メンバーの固定化に伴う発想の陳腐化や形骸化が懸念

される『委員会（実行委員会）』制を廃止し、目的達成時点でチームを解散す

る『プロジェクトチーム』制を採用した。 

 

地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

２０２２年度の取組 

1.福島市観光案内所での『多言語市民コンシェルジュ』制度、『ジュニアコン

シェルジュ』制度 

2.観光 WEB メディア『福島市観光ノート』市民ライター制度 

3.福島市域事業者向け各種勉強会（データサイエンス講座、プレスリリース講

座、女性視点マーケティング講座等） 

4.観光関連事業者向け新型コロナウィルスワクチン接種事業 

5.観光系産業と非観光系産業のマッチングによる産業クラスター形成

（Fukushima Peach Holiday、コペンハーゲン型コンテンツ形成プロジェク

ト） 

6.福島市ふるさと納税研究会（EC サイトを活用した経営手法） 

7.心のバリアフリー普及活動 

8.観光関連事業者向け『福島市宿泊者アンケート調査』分析結果報告会 
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法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・２０２０年 

1.オウンドメディア型観光 WEB サイト立ち上げ 

2.朝ドラ専用プロモーション WEB サイト立ち上げ 

3.ふるさと納税改革開始 

4.オンラインメディアリリースシステム立ち上げ 

5.外国人旅行者向けバリアフリーWEB サイトリニューアル 

・２０２１年 

◆デジタル 

1.オウンドメディア型観光 WEB サイト市民ライター開始 

2.オウンドメディア型 YOUTUBE 配信開始 

3.花回廊キャンペーン用 LP 立ち上げ 

4.UGC 発信強化プロジェクト開始 

5.インスタ投稿キャンペーン 

6.飯坂温泉デジタル CRM プロジェクト 

◆リアル 

1.福島市へのご宿泊「ありがとう」キャンペーン通年展開開

始 

2.東北朝ドラ 3 市（久慈市・気仙沼市・福島市）連携誘客キ

ャンペーン開始 

3.ポスト朝ドラ誘客キャンペーン（ふりかエール） 

4.福島市観光案内所ふくしま日本酒クイズキャンペーン 

5.福島市観光案内所ふくしま弁クイズキャンペーン 

6.福島県北部『UFO』目撃情報募集キャンペーン開始 

7.果樹園コロナ応援キャンペーン（さくらんぼエール） 

8.福島市観光案内 Face to face おもてなしキャンペーン 

9.福島市観光案内所コンシェルジュプロジェクト(第二期) 

10.日本観光ショーケース出展事業 

11.パブリックメディアリリース強化 

12.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業開始 

13.三温泉地との連携強化策開始 

14.観光関連データ収集・分析・共有機能強化 

◆ＯＭＯ 

1.駅前大型ビジョン、案内所前デジタルサイネージ、オウン

ドメディア型観光 WEB サイト連動発信開始 

2.オウンドメディア型観光 WEB サイトとハイタッチ型観光

案内所との連携発信開始 

・２０２２年 

◆デジタル 

1.オウンドメディア型観光 WEB サイトによる情報発信 

2..UGC 発信強化プロジェクト 

3.オンラインプレスリリース強化 

5.ふるさと納税 PR に係るテレビ番組制作対応 

6.ロケツーリズム関連情報発信事業 

7.首都圏等消費者交流オンラインツアーでの市内観光案内 

◆リアル 

1.福島市観光案内 Face to face おもてなしキャンペーン 

2.福島市観光案内所コンシェルジュプロジェクト 

3.福島市へのご宿泊「ありがとう」キャンペーン 
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4.オリジナルふりかエールプロジェクト 

5.パブリックメディアリリース強化 

6.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業 

7.福島駅前軽トラ市情報発信 

 

◆ＯＭＯ 

1.前大型ビジョン、案内所前デジタルサイネージ、オウンド

メディア型観光 WEB サイト連動発信 

2.オウンドメディア型観光 WEB サイトとハイタッチ型観光

案内所との連携発信 

受入環境の

整備 

・２０２０年 

1.ふるさと納税オペレーション引き受け 

2.ふるさと納税 CFO の設置 

3.ふるさと納税アクイシジョン＆リテンションマネジメント

開始 

4.観光事業者に対するデジタル情報収集システム立ち上げ 

5.デジタル情報の AI 分析システム立ち上げ 

6.全国の有望なフリーランスとのマッチングエコシステム整

備 

7.観光人材育成（ボランティアガイド育成） 

・２０２１年 

1.観光関連事業者向け新型コロナウィルスワクチン接種事業 

2.福島市ふるさと納税使いみち紹介動画コンテンツ制作 

3.教育旅行アドバイザー招へい事業 

4.心のバリアフリー推進事業 

5.ユニバーサルデザインのまちづくり事業 

6.バリアフリー観光案内事業 

7.World Peach Festival2022（仮称）サプライチェーン構築

事業 

8.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業開始 

・２０２２年 

1.人対人による交流拠点の更なる強化（観光案内所） 

2.多言語市民コンシェルジュによるファンづくり 

3.観光関連事業者向け新型コロナウィルスワクチン接種事業 

4.心のバリアフリー推進事業 

5.ユニバーサルデザインのまちづくり事業 

6.バリアフリー観光案内事業 

7.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業 

8.観光庁「地域一体となった観光地の再生・観光サービスの

高付加価値化事業」による地域づくり 

9.ちょうどいい旅ふくしまステイ周遊促進キャンペーン 

観光資源の

磨き上げ 

・２０２０年  

1.国のフリーランスを活用した地域素材磨き上げ 33 プロジ

ェクト 

2.大学生インターンシップを活用した地域素材 6 商品開発プ

ロジェクト 

3.朝ドラ商品造成支援プロジェクト 

・２０２１年 

1.World Peach Festival2022（仮称）コンテンツ開発・改良

事業 



様式１ 

5 

 

2.高湯温泉バリューアッププロジェクト 

3.コペンハーゲン型コンテンツ作り調査事業（土湯/高湯） 

4.女性視点コンテンツ作り能力向上プロジェクト 

5.ふるさと納税コンテンツ作り事業 

6.夜の果樹園プロジェクト 

7.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業開始 

・２０２２年 

1.ふくしまピーチホリデイコンテンツ開発・改良事業 

2.コペンハーゲン型コンテンツ作り調査事業（土湯/高湯） 

3.女性視点コンテンツ作り能力向上プロジェクト 

4.ふるさと納税コンテンツ作り事業 

5.夜の果樹園プロジェクト 

6.「桃」に絞り込んだ産業クラスター形成事業 

7.福島市「周遊スポット魅力アップ補助金」による観光案内

所の改修 

 

【定量的な評価】 

1.地域貢献 ROI(平均値) 

・目標: 10.0 

・成果: 10.1(算出根拠:1,638,834 千円÷161,547 千円) 

・達成率: 101.0% 

2.個別事業 KPI 目標達成率(47 指標の平均値) 

・目標: 110.0% 

・成果: 141.3% 

・達成率:128.4% 

3.事業別 KPI 達成状況 

・受託事業および国、県補助事業(5 指標) : 83.4% 

・外貨獲得戦略事業(36 指標) :152.8% 

・関係人口拡大戦略事業(2 指標) :112.5% 

・ふるさと納税事業(4 指標) :125.0% 

4.ROI および KPI の考え方 

①地域貢献 ROI(Return On Investment/投下資本利益率)算出方法 

(地域貢献効果/直接効果+間接効果)÷(投下額/事業費+人件費) 

・直接効果:主に経済効果 ・間接効果:主にコマーシャル効果 

・目標を『ROI』とした理由:当会の存在意義は地域への貢献であるため ROI

数値が大きいほど、レバレッジが効いている(貢献効率が高い)状態を意味す

る。 

5.ROI および KPI 総括評価 

①ROI(主要評価指標) 

コロナ禍により非常に厳しい状況が続く中、地域 DMO として事業展開した

結果、目標 ROI『10.0』に対して『10.1』を達成することができた。特にふ

るさと納税運営事業は地域貢献効果全体額の 60.9%(998,468 千円)を占め、

ROI は『16.8』を記録するなど、地域貢献事業の大きな柱に成長している。 

また、国補助事業(地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付

加価値化)も地域貢献効果全体額の 13.0%(213,981 千円)を占め、ROI は

『202.63』を記録した。 

②KPI(個別事業評価指標) 

ROI『10.0』を達成するために講じる手段の評価指標である『KPI』につい

ては 141.3%となり、達成率 128.4%を記録して目標値を大きく上回った。 
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6.活動総括評価 

全国に類を見ない原発関連災害で毀損したブランドイメージの回復、あるい

は風評払しょくに向き合うためには、デジタル社会に適合した極めて高度なブ

ランディングやマーケティング能力を備えた全国トップクラスの実力が必要で

ある。5 年前に着任した事務局長は成長戦略プラン『VISION2020/2021』を掲

げながら思い切った改革を進めてきたが、当初の計画通り令和５年３月をもっ

て退任することが確定していたため、次期体制への移行を加速しつつ「四方よ

し(三方よし)」を基本理念とした地域貢献活動を展開した。 

 県内初の本格的オウンドメディア『福島市観光ノート』は、編集長を中心に

多様な女性市民ライターにも協力いただくチーム体制により、女性視点を重視

した配信を重ねたことで、昨年度を約 1.5 倍上回る 300 万ＰＶを突破した。 

 地域 DMO として基礎データを収集するために実施している『福島市へのご

宿泊ありがとうキャンペーン(市内宿泊者向けデジタルアンケート調査)』は、

市内 3 温泉観光協会、市旅館ホテル協同組合の会員施設とほぼ市内全ての宿泊

施設に協力いただき、前年度を約 2.1 倍上回るサンプル数(16,864 件)を収集す

ることができた。その分析データは、当会だけでなく、地域内事業者に提供す

ることで戦略策定に活用している。 

 ふるさと納税事業は業務受託して 3 年目となるが、寄付者目線での返礼品開

発を進めてきたこともあり、寄付額や寄付件数は 2022 年度も県内 1 位となっ

ている。 

 先進的 DMO を目指した組織改革も進めており、当会職員や会員事業者、及

び各温泉協会会員事業者等を対象としたデジタル社会への対応するための 3 講

座を行い、のべ 100 名に参加いただいた。 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

①地方創生の鉄則である官民一体型でありながら、②スピード感を重視した

『グリーン』型の観光地域づくり組織化を実現するため、観光地域づくり戦略

立案や執行に際しては、多くの主体者とコンセプト共有（理念・目的・背景の

認識合わせ）を行えるよう、理事会は理事のみならず、各地観光協会や福島市

も参加できるようにしている。 

CSV 型地域づくり（地域課題解決と地域価値創出の両立）を旨としている戦

術立案や執行については、メンバーの固定化に伴う発想の陳腐化や形骸化が懸

念される『委員会（実行委員会）』制を廃止し、目的達成時点でチームを解散

する『プロジェクトチーム』制を採用した。 

 

（実施体制図） 

１）地域 DMO を中心とした観光地域づくり体制の確立（官民一体の取組み） 

 
※出所：福島市新たな時代の観光共創戦略（2022 年） 
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（実施体制図） 

２）委員会制を廃止し、プロジェクトチーム制へ（素早い戦術決定） 

 
 

（多様で柔軟な戦術執行） 

３）レッド型からグリーン型の事務局体制へ 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域】 

 
 

【区域設定の考え方】 

江戸時代中期、板倉氏の福島 3 万石（1702～幕末)を基盤とし、廃藩置県により福島県が誕生。福

島は県庁所在地となり、明治 9 年（1876）福島県、磐前県、若松県の合併の際に三県統一の県庁が置

かれ、県政・文教の中心として、明治 40 年（1907）福島市制がスタート。 

 近隣の町村との合併が昭和 22 年（1947）以降続き、平成 20 年（2008）飯野町との合併を最後に

現在の福島市が形作られており、福島県の県都として県北地区における行政・司法・交通・教育・文

化等の中心都市である行政区域＝福島市を地域 DMO の区域とする。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

 

（自然資源系） 

山・公園 温 泉 花 果 物 

磐梯朝日国立公園 

磐梯吾妻スカイライン 

土湯峠湿原 

土湯湖沼群 

幕滝・思いの滝・不動

滝 

信夫山 

阿武隈峡 

水林自然林 

四季の里 

小鳥の森 

飯坂温泉 

穴原温泉 

土湯温泉 

土湯峠温泉郷 

高湯温泉 

微温湯温泉 

花見山公園 

 梅・桜・ﾚﾝｷﾞｮｳ 

 ﾊﾅﾓﾓ・ﾂﾂｼﾞ他 

弁天山公園 

 桜 

浄土平 

 高山植物 

浄楽園 

土湯つつじ山公園 

土湯ﾋﾒｻﾕﾘの里 

土湯仁田沼 

 水芭蕉 

ｸﾏｶﾞｲｿｳの里 

土合舘公園 

 ｱｼﾞｻｲ 

サクランボ 

モモ 

ナシ 

ブドウ 

リンゴ 

 

（社会資本系） 

歴 史 体   験 観 光 
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大蔵寺 

医王寺 

岩谷観音 

黒岩虚空蔵尊 

信夫文知摺 

中野不動尊 

民家園 

じょーもぴあ宮畑 

四季の里（ｶﾞﾗｽ工房・こけしづくり） 

あづま運動公園 

アンナガーデン 

浄土平天文台 

児童公園 

こむこむ 

JRA 福島競馬場 

飯坂マラソン大会 

バイナリー発電・小水力発電 

古関裕而記念館 

西田記念館 

福島県立美術館 

御倉邸 

旧堀切邸 

旧佐久間邸 

コラッセふくしま 

県観光物産館 

花火大会 

わらじ祭り 

暁参り 

飯坂けんか祭り 

稲荷神社例大祭 

岡山水かけ祭り 

 
【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

 

都市名 区域名 施設数 収容力(人) 駐車場(台) 

福島市 

中心市街地 26 2,751 952 

飯坂温泉 38 4,040 950 

高湯温泉 9 627 131 

土湯温泉 18 2,006 367 

合  計 91 9,424 2,400 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

 

・鉄 道：東北新幹線が縦貫し、山形新幹線の起点ともなっている JR 福島駅を有し東京から所要時間 

     約 90 分という利便性がある。また、東北本線や JR 福島駅接続の「阿武隈急行鉄道」「福島 

交通飯坂線」のローカル線を有しており、近隣の市町などの重要な交通網としても活用され 

ている。 

・自動車：東北縦貫自動車道をはじめ、国道 4 号・国道 114 号・国道 115 号などの主要幹線道路が東西 

     南北に延びており、首都圏と東北圏を結ぶ交通の結節点として重要な位置にある。 

 

【外国人観光客への対応】 

 

・観光案内所：外国人観光案内所設置（JNTO 認定・カテゴリー2） 

       福島圏域 11 自治体の観光素材を中心に、県内情報を多数準備。多言語市民コンシェル

ジュを配置し市民と協働でのおもてなし体制（ハイタッチ型案内所）として 2019 年よ

り展開している。 

・Fukushima Guide：2020 年に外国人向け WEB サイトを全面改変し、動画や記事を中心に観光紹介

を展開している。 

・公衆無線 Wi-Fi：「fukushima_Free_Wi-Fi」の展開 福島駅前広場（東口・西口）、まちなか広場 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

年間来訪者数 

来訪者動向を分析し戦略や戦術の策

定や執行へ反映させる 

福島市発表データの確認 

観光オウンドメディア 

セッション数 

当会戦略・戦術の策定や執行、及び

市内事業者の営業戦術等へのリアル

タイム反映のため 

Google アナリティクス 

観光オウンドメディア 

PV 数 

同上 同上 

観光オウンドメディア 

ユーザー数    

同上 同上 

観光オウンドメディア 

記事 PV 数 

同上 同上 

ローカルメディア記事掲載

数（当会リリース） 

同上 当会担当者への聞き取り 

福島市観光案内所来訪者数 来訪者動向を分析し戦略や戦術の策

定や執行へ反映させる 

案内所設置のカウンター数 

福島市観光案内所来所者 

ヒアリング調査 

同上 案内所スタッフの来所者への対面ヒ

アリング 

福島駅観光案内所来訪者評

価（3 サイト平均） 

観光案内所サービスの更なる向上を

目指すため 

トリップアドバイザー、じゃらん

net、Google マイビジネス３サイト

の確認 

ふくしま Peach Holiday  

参加事業者数 

当事業の地域内盛り上がりの尺度と

して 

当会担当者への聞き取り 

ふくしま Peach Holiday 

ROI 

当事業の経済波及効果を算出するた

め 

当会担当者への聞き取り 

心のバリアフリー出前講座 

当地域におけるバリアフリー対応施

設を確認するため 

当会バリアフリー担当者への聞き取

り 

ふるさと納税寄付額 

当会自主財源収入見込額確認のため 福島市政策調整課への聞き取り 

 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
※地域経済、社会等の状況を踏まえた観光地域づくりの背景 

複合災害に伴う風評がいまだに影を落とす福島市では、世界的リスクであるコロナ禍やウクライナ問

題に加えて、過去 5 年間で台風による甚大な水害が 1 回、震度 6 級地震が 2 回、基幹産業の一つで、

大きな観光リソースでもある果樹農業の霜被害や雹被害など、頻繁に自然災害に見舞われており、非

常に厳しい局面が続く。また、今夏予定されている福島大地原発廃炉作業の一環である ALPS 処理水

の海洋放出による国内外からの Fukushima に対するマイナスイメージが助長されることが懸念され

る。 
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これらの一方で、コロナ禍を機にデジタル社会やクリエイティブ経済への移行が急速に進み、いっそ

うの地域改革が求められている現状において、地方都市の理想形ともいうべき持続可能な『グローカ

ルハブ』の実現を目指すため、『多様な主体』や行政等とともに『外貨獲得・内発循環・関係人口拡

大』に積極的に取り組む。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

①～福島三名湯（飯坂・高湯・土湯）～ 

②市内を取り囲む「山」「川」「空」の多様

なコンテンツ 

③当市最大の USP である「桃」をはじめとす

る多様な果樹果物の生産 

④③の生産物（一次素材）を付加価値商品/観

光コンテンツへ移行、取組む市内事業者の増

加傾向及び意識移行 

⑤「道の駅ふくしま」の開業による交通/観光 

拠点整備 

⑥花見山をはじめとした多様な「花・植物」

⑦東京からの近さ・交通網の良さ 

⑧当会保有データのダッシュボード化による

他関係機関との情報共有化の実現 

⑨福島県の欧米向けプロモーション強化 

⑩観光、農業等多様な分野で発生する課題

（お困りごと）の当協会への相談件数の増加

による、地域課題の分析情報量と精度の高度

化。 

弱み（Weaknesses） 

①福島第一原発事故による風評 

②水害、地震被害による施設改修への疲弊と 

経営弱体化 

③霜被害・ひょう被害による果樹生産被害 

④デジタル化やペルソナ化への対応の遅れ 

⑤倒産や廃業によるリソースの減少 

⑥従業員の人材不足 

⑦DX 活用に関する経営者層の認知不足 

⑧小規模事業者の慢性的な人材不足、事業承

継問題 

⑨地域（三温泉）間の観光戦略策定の不均一 

⑩駅前再開発事業工期期間の１年延長（資材

高騰などが起因）の市街地の空洞化の長期化 

⑪MICE 誘致能力が低い 

⑫観光戦略クオリティの市内観光関連団体と

の非均一 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

①外国人旅行者の入国制限緩和と訪日旅行需 

要の増加と、円安による訪日意向の高まり 

②高速交通網の整備（米沢～相馬） 

③JR 重販キャンペーンの開催による首都圏か 

ら来訪者数増 

④道の駅ふくしまの開業 

⑤令和４・５年の観光庁による宿泊施設の高

付加価値化事業を活用し、市内宿泊施設の施

設改修等ができ、受入環境整備が促進した 

⑥「ふくしまピーチホリデイ」の取組姿勢や

理念に対する共感の高まりによるメディアか

らの取材件数の増加とそれによる認知拡大傾

向 

⑥米国、台湾、英国等での福島県産食材の輸

入制限の撤廃による風評の低下による輸出可

能環境の復活 

脅威（Threat） 

①コロナウイルスやウクライナ侵攻による世 

界経済の停滞 

②国内物価の高騰による仕入価格の高騰（提 

供サービスへの影響） 

③関連報道のたびに繰り返される原発事故の 

イメージ想起による訪日旅行者の慢性的な 

福島への敬遠 

④福島大地原発廃炉作業の一環である ALPS

処理水の海洋放出対する懸念報道が海外メデ

ィアで連日放送されていることによる

Fukushima に対する敬遠助長 

④国内観光誘客の周辺観光地との競合激化 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層 

1.地理的変数：首都圏 

2.人口動態変数：女性（ライフステージとライフサイクルのクラスターごとに設定）  

3.心理的変数：『カワイイ』『美味しい』に特化 

4.行動変数：JR＆公共交通、JR＆レンタカー、徒歩＆シェアサイクル 

○選定の理由 

BCG 分析、JTB 総合研究所分析、当会 2021 年分析結果を踏まえて決定 

○取組方針 

1.女性視点マーケティングを習得した女性職員を中心としたチームで、マーケティング分析、ペルソ

ナ設定、コンテンツ生成、プロモーション、ハイタッチマネジメント、トータッチマネジメント、

UGC マネジメントを一貫して戦略的に実践する。 

2.当会が蓄積したノウハウを地域に普及・定着させ、より有機的な取組みとして展開する。 

○第 2 ターゲット層（多様なトライブ） 

1.地理的変数：トライブのため設定しない 

2.人口動態変数：トライブのため設定しない 

3.心理的変数：トライブのため設定しない 

4.行動変数：トライブのため設定しない 

○選定の理由 

アニキャラ、UFO、土偶、刀剣、盆栽などを通じて、小規模市場ながら熱狂的なファンを獲得し、福

島のリテンションに厚みを持たせる。 

○取組方針 

アニキャラ、UFO、土偶、刀剣、盆栽など、老若男女問わず好む少数層をターゲットとするため、一

般的なクラスターやペルソナ設定はしない。プロモーションは基本的に UGC を中心とする。 

○第 3 ターゲット層（東アジア、東南アジア女性クラスター） 

1.地理的変数：台湾、タイ、マレーシア 

2.人口動態変数：女性（ライフステージとライフサイクルのクラスターごとに設定） 

3.心理的変数：カワイイ、『美味しい』に特化 

4.行動変数：JR＆公共交通 

○選定の理由 

旅行サービスサイト「Lvmama.com」が、女性ユーザーのビッグデータに基づいて発表した「2018 

年女性ユーザー観光消費トレンド報告」によると、女性は今や旅行の重要な方針を決める存在にな 

りつつあり、観光消費でも日に日に主導的な地位を占めるようになっているとのこと。 

○取組方針 

1.女性視点マーケティングを習得した女性職員を中心としたチームで、マーケティング分析、ペルソ

ナ設定、コンテンツ生成、プロモーション、ハイタッチマネジメント、トータッチマネジメント、

UGC マネジメントを一貫して戦略的に実践する。 

2.当会が蓄積したノウハウを地域に普及・定着させ、より有機的な取組みとして展開する。 

○第 4 ターゲット層（テーマ特化型スタディ―ツアー） 

1.地理的変数：米国・豪州・欧州 

2.人口動態変数：テーマ型のため設定なし 

3.心理的変数：人類の教訓や日本のレジリエンス性を学習したい人々に特化 

4.行動変数：JR&タクシー貸切 

○選定の理由 

クリエイティブ経済論の第一人者である R・フロリダによれば、クリエイティブクラス（人材）とは

クリエイティブ業種で働く人々を指しており、決してエリート主義では無いと定義している。具体的

には、医師・弁護士・会計士等のナレッジワーカーに加え、芸術家、美容師、デザイナー、プログラ

マー等のクリエイターも対象としている。平均年収がその他クラスと比較して圧倒的に高いことが特

徴であり、米国では全労働者の約 30％ながら、賃金総額では約 50％を占める存在で、高生産性クラ

スターと言える。また、彼らの思考特性として「持続可能な社会づくり」への興味・関心が非常に高
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い。そうした傾向を踏まえれば、当県あるいは当市について、人類初の「複合災害」について、「人

類への教訓」として興味・関心を寄せてもらえるものと分析している。 

○取組方針 

1.海外市場を中心に今なお色濃く残る風評（現状と国際的イメージのネガティブなギャップ）緩和 

を目的とした『正確な現状』の理解促進。 

2.世界で類を見ない『複合災害』を乗り越え、未来創生を展開している日本人のレジリエンスの高さ

の理解促進。 

3.各地の人々の活動や、想いに触れることによる国際的な『プレファレンス（相対的好感度）』 

の醸成。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 目的地として選ばれる『ふくしまツーリズム』で稼ぐ観光を目指す。 

②コンセプトの考え方 人口減少・少子高齢化の急激な進行により、消費や生産の縮小といった経済 

活動の停滞が懸念されている。そのため、定住人口を増やす取組みのほか、 

交流・関係人口の拡大による地域経済活性化が求められる。特に「観光」 

は、観光客による消費、観光分野の雇用の創出及び移住定住の促進などが期 

待されている。また、有形無形の地域リソースやアセットを活かしたテーマ 

性のある地域ブランディング等を通して、地域内で消費するものは地域内か 

ら調達する「地消地産」による地域内の経済循環が期待されている。より多 

くの観光客に満足していただき、観光消費を促進する上で、稼ぐ主体となる 

民間事業者の研鑽は不可欠である。また、観光客が訪れたいまちは、地域の 

住民が住み続けたいまちであるとの認識のもと、市民一人一人が地域の良さ 

を再発見し、自分たちのまちへの誇りと愛着を醸成することで、将来にわ 

たって市民も観光客も満足度が高い持続可能な『三方良し』の観光地域づく 

りが可能となる。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

①戦略決定 

・理事会 年４～６回（観光・農業・一次二次交通・行政・商業・市民

団体・デジタル専門家などで構成） 

・最高経営幹部会 年４～６回（行政・当会の事業執行決裁権者） 

②市民との協働 

・市民ライターとともに創る観光オウンドメディア 

・市民コンシェルジュとともに創るおもてなし（ハイタッチ型）観光案

内所 

・市内学生の観光産業学習を兼ねた有償インターン制度 

・桃規格外品の多面的活用による高付加価値化を企図した地域経済循環 

クラスター構築プロジェクト 

③戦術執行（現在進行形） 

・必要に応じ組成したプロジェクトチームによる『OODA』執行  

④情報共有（現在進行形） 

・デジタルによる来訪者情報収集とダッシュボード化 

・上記情報を行政や事業者とリアルタイム共有 

・来訪者アンケートによる消費行動分析結果説明会 

・会員に対する臨時情報の送信 
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・市内の多様な事業者を対象とした先進ノウハウ獲得のための勉強会 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

①市内宿泊事業者を対象とした TB（トップボックス）満足度評価のリ

ア 

 ルタイム共有 

②市内観光関連事業者を対象とした TB 満足度評価のリアルタイム共有 

③市内宿泊事業者向けコペンハーゲンモデル実装化コンサルタント 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

①県内でも珍しい取り組み：市民ライターとともに創る『観光オウンド 

メディア』福島市観光ノート運用による『ナラティブ』プロモーション 

②県内でも珍しい取り組み：観光オウンドメディア、ハイタッチ志向型 

観光案内所、SNS、各種デジタルサイネージ、オンラインメディアリ

リース、ローカルメディアリリースを連動させたプロモーション 

③オウンドメディアを通じて収集したデータのダッシュボード化と行政 

や市内事業者とのリアルタイム共有化 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

 

 

６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

（１）必須ＫＰＩ 

指標項目  

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（千円） 

目

標 

11,250,000 11,250,000 12,500,000 15,120,000 16,575,500 18,060,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

－ － 14,534,864 
   

（－） （－） （－） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

450 450 500 600 650  700  

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

470 347 538 
   

（－） （－） （－） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

70.0 70.0 90.0 45.0 47.5 50.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

89.0 89.0 40.0 
   

（－） （－） （－） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

90.0 90.0 80.0 82.5 85.0 85.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

－ － 76.8 
   

（－） （－） （－） 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 
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目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

令和３年度から実施してきた消費行動・消費心理に関するデータ収集環境や調査項目の精査がなさ

れてきた結果、各ＫＰＩの目標設定の考え方を修正する必要があるとの結論となった。令和４年度

に 16,000 件を超えるサンプルを獲得することができたことで、より事業者支援に繋がる分析を出す

ための指標を設定することとする。そのため、これまでの目標/実績と基準が異なっている部分も発

生している。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

平均旅行消費単価：当協会「宿泊ありがとうキャンペーン」によるアンケートから計測 

※アンケート項目内、「飲食」「体験」「おみやげ」「交通」の合計額 

※宿泊者向けアンケートのため、宿泊者はアンケート結果の単価を使用、日帰り旅行者の消費単価

については、現在、算定基礎となる情報を持ち合わせていないため、前述結果の単価の半額として

いる。 

旅行者数：宿泊、日帰り共に、福島市が収集保有する数値を使用 

●延べ宿泊者数 

 市内には飯坂温泉、土湯温泉、高湯温泉、及び福島駅周辺と主に４カ所の宿泊エリアがある。各  

温泉観光協会が地域ごとの宿泊者数を把握しているが、現時点で、ビジネスホテルが立ち並ぶ福島 

駅周辺の宿泊者数は把握しきれていない。そのため、「延べ宿泊者数」は３温泉観光協会（飯坂・ 

土湯・高湯）に加盟する宿泊施設（約６０軒）の宿泊実績を算出している。 

 福島市が収集保有する数値使用 

●来訪者満足度 

令和３年度から始めたデジタルアンケート内、満足度調査は、リッカート尺度７段階で収集してい

る。その中で１番評価の高い「非常に満足」を TopBox(＝TB）として、TB 度を高いほど、リピー

ト率が高い（一方「満足」「やや満足」が多くてもリピート率が向上していないという結果もあ

り）という結果から、TB 度の向上を目標に設定している。 

令和４年の結果が、TB 度＝４０％だったことから、令和７年の目標を TB 度＝５０％と設定した。 

●リピーター率 

令和３年度から始めたデジタルアンケート内において、福島市へのリピート訪問回数を収集していた

が、過去の訪問がいつ時点のものかが不明瞭であるとの判断から（例えば、修学旅行や幼少期に親に

連れられてきた等は純粋なリピートと計測しにくい、ビジネス出張の場合、相対的に訪問回数が多い

傾向となるため）、令和４年度からは「過去５年以内に」の条件を付帯することで、より精度や訪問

意識/意欲の高いリピート率を計測することとした。 

ちなみに、上記実績 76.8%は「福島市への来訪リピート」を記載しており、アンケート回答時の宿泊

施設に対するリピート率は、38.9%であった。 

 

 

（２）その他の目標 

指標項目  

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●年間来訪者数 

目

標 

6,700,000 6,700,000 6,020,000 7,800,000 7,900,000 8,000,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

3,908,824 3,742,109 7,726,230    

（－） （－） （－） 

●観光オウンドメ

ディア 

 セッション数 

目

標 

       －   －  1,000,000  1,100,000 1,200,000  1,300,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

  830,499 1,011,981 1,614,270 
   

（－） （－） （－） 
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●観光オウンドメ

ディア PV 数 

目

標 

  － －   3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

1,749,583 2,036,460 3,059,344 
   

（－） （－） （－） 

●観光オウンドメ

ディア 

 ユーザー数 

目

標 

     － －   1,200,000   1,300,000 1,400,000 1,500,000 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

574,322 723,526 1,206,050 
   

（－） （－） （ ） 

●オンラインメ

ディア 

 記事 PV 数 

目

標 

 － 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000  

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

68,334 35,022     47,749 
   

（－） （－） （－） 

●ローカルメデ

ィア記事掲載

数 

目

標 

 － － 85  90  95 100 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

76 41 89 
   

（－） （－） （－） 

●福島市観光案

内所来訪者数 

目

標 

－ － 18,000 28,000 29,000 30,000 

（－） （－） （250） （1,000） （1,500） （2,000） 

実

績 

15,605 16,434 27,093 
   

（29） （0） （485） 

●福島駅観光案

内所来訪者評

価（3 サイト

平均） 

目

標 

－ － 4.5 4.5 4.5 4.5 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

3.96 4.00 3.93 
   

（－） （－） （－） 

●ふくしま

Peach 
Holiday 参加

事業者数 

目

標 

－ － 70 75 80 85 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

N/A 17 69 
   

（－） （－） （－） 

●ふくしま

Peach 
Holiday 

 ROI 

目

標 

－ － 10.0 10.0 10.0 10.0 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

－ 0.44 10.3 
   

（－） （－） （－） 

●心のバリアフ

リー出前講座 

目

標 

－ － 5   6 7 8 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

0 4 3 
   

（－） （－） （－） 

●ふるさと納税

寄付額 

目

標 

 5 億円  10 億円  15 億円  20 億円 25 億円 25 億円 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

実

績 

8.2 億円 12.5 億円 11.8 億円 
   

（－） （－） （－） 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
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指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

令和３年度から実施してきた消費行動・消費心理に関するデータ収集環境や調査項目の精査がなさ

れてきた結果、各ＫＰＩの目標設定の考え方を修正する必要があるとの結論となった。より事業者

支援に繋がる分析を出すための指標を設定することとしたため、これまでの目標/実績と基準が異な

っている部分も発生している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●年間来訪者数  

 福島市が収集する市内観光地、温泉地、及び行事の観光客入込数を参考としている。 

●観光オウンドメディアセッション数 

 当会戦略・戦術の策定や執行、及び市内事業者の営業戦術等へのリアルタイム反映のため、当会が  

  管理運営する観光オウンドメディア『福島市観光ノート』のッション数を設定  

●観光オウンドメディア PV 数 

  当会戦略・戦術の策定や執行、及び市内事業者の営業戦術等へのリアルタイム反映のため、当会が  

  管理運営する観光オウンドメディア『福島市観光ノート』の PV 数を設定  

●観光オウンドメディアシェア数 

 当会戦略・戦術の策定や執行、及び市内事業者の営業戦術等へのリアルタイム反映のため、当会が  

  管理運営する観光オウンドメディア『福島市観光ノート』のシェア数を設定 

●オンラインメディア記事 PV 数 

 当会戦略・戦術の策定や執行、及び市内事業者の営業戦術等へのリアルタイム反映のため、オンラ  

  インメディア PR タイムズにリリースした記事の PV 数を設定 

●ローカルメディア記事掲載数 

  当会戦略・戦術の策定や執行、及び市内事業者の営業戦術等へのリアルタイム反映のため、ローカ    

  ルメディア記事掲載数を設定 

●福島市観光案内所来訪者数 

 来訪者動向を分析し戦略や戦術の策定や執行へ反映させるため、当会が運営する福島駅観光案内所（JR

福島駅西口２階）の来訪者数を設定  

●福島駅観光案内所来訪者評価（3 サイト平均） 

 観光案内所サービスの更なる向上を目指すため、福島駅観光案内所来訪者評価（3 サイト平均/トリッ

プアドバイザー、じゃらん net、Google マイビジネス）を設定 

●ふくしま Peach Holiday 参加事業者数 

 当事業の地域内盛り上がりの尺度として、参加事業者数を設定 

●ふくしま Peach Holiday ROI 

 当事業の経済波及効果を算出するため、ROI を設定 

●心のバリアフリー出前講座 

 当地域におけるバリアフリー対応施設を確認するため、当会担当者による出前講座の回数を設定 

●ふるさと納税寄付額 

 当会自主財源収入見込額確認のため、福島市へのふるさと納税寄付額を設定 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 

年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

416,148,011（円） 【国からの補助金】 

０円 

【都道府県からの補助金】 

０円 

【市町村からの補助金】 

９８，８９０，０００円 

【受託事業】 

１３，９９３，７４９円 

【収益事業】 

２９６，９０９，１３６円 

【会費（中小事業者免除）】 

５７５，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

５，７８０，１２６円 

2021（Ｒ３） 

年度 

606,639,754（円） 【国からの補助金】 

１１，４７５，７９９円 

【都道府県からの補助金】 

５，９９３，０００円 

【市町村からの補助金】 

８６，２９４，００６円 

【受託事業】 

２４，５４７，４０２円 

【収益事業】 

４６８，７９１，８９２円 

【会費（中小事業者免除）】 

５５５，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

８，９８２，６５５円 

2022（Ｒ４） 

年度 

794,563,729（円） 【国からの補助金】 

０円 

【都道府県からの補助金】 

  ２，２４５，０００円 

【市町村からの補助金】 

８４，６９０，０００円 

【受託事業】 

 ４１，７２６，３４０円 

【収益事業】 

４２０，１６４，２４８円 
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【会費】 

３，４６５，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

２４２，２７３，１４１円 

2023（Ｒ５） 

年度 

636,000,000（円） 【国からの補助金】 

０円 

【都道府県からの補助金】 

０円 

【市町村からの補助金】 

８４，０００，０００円 

【受託事業】 

３，０００，０００円 

【収益事業】 

５４６，０００，０００円 

【会費】 

３，０００，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

０円 

2024（Ｒ６） 

年度 

636,000,000（円） 【国からの補助金】 

０円 

【都道府県からの補助金】 

０円 

【市町村からの補助金】 

８４，０００，０００円 

【受託事業】 

３，０００，０００円 

【収益事業】 

５４６，０００，０００円 

【会費】 

３，０００，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

０円 

 

2025（Ｒ７） 

年度 

636,000,000（円） 【国からの補助金】 

０円 

【都道府県からの補助金】 

０円 

【市町村からの補助金】 

８４，０００，０００円 

【受託事業】 

３，０００，０００円 

【収益事業】 

５４６，０００，０００円 
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【会費】 

３，０００，０００円 

【特定財源（宿泊税、入湯税、負担金等）】 等 

０円 

【雑収入・繰越金】 

０円 

 

 

（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 

410,411,851（円） 

 

※1 継続事業費 

使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

 

【一般管理費】等 

７５，８２７，９２５円 

【ふるさと納税事業管理費】 

２９，６１４，６６４円 

【仕入費】 

２６８，９８６，０４９円 

【継続事業費※1】 

４４，０００円 

【先駆的事業費※2】 

 ３５，９３９，２１３円 

2021（Ｒ３） 

年度 

597,453,253（円） 

 

※1 継続事業費 

使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

※3 地域再投資型事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、当会自主

事業の収益金を活用す

るもの 

【一般管理費】等 

８３，９０８，３５７円 

【ふるさと納税事業管理費】 

４６，２５３，９０１円 

【仕入費】 

４０５，８７０，０４２円 

【継続事業費※1】 

２，１１２，０００円 

【先駆的事業費※2】 

 ３５，８９０，５６４円 

【地域再投資型事業費※3】 

 ２３，４１８，３８９円 

2022（Ｒ４） 

年度 

771,144,202（円） 

 

※1 補助対象事業費 

使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的補助事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

※3 先駆的自主事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、当会自主

事業の収益金を活用す

るもの 

【一般管理費】等 

 ９６，１０５，３０２円 

【ふるさと納税事業管理費】 

３４，６７８，８３０円 

【福島沖地震改修費】 

２，０４６，０００円 

【仕入費】 

５９７，２６６，７１５円 

【補助対象事業費※1】 

２，９５５，７４０円 

【先駆的補助事業※2】 

 １５，９２８，４６７円 

【先駆的自主事業費※3】 

 ２２，１６３，１４８円 

2023（Ｒ５） 

年度 

635,780,000（円） 

 

※1 補助対象事業費 

【一般管理費】等 

１０７，０００，０００円 

【ふるさと納税事業管理費】 
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使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的補助事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

※3 先駆的自主事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、当会自主

事業の収益金を活用す

るもの 

 

４２，０００，０００円 

【仕入費】 

４５０，０００，０００円 

【補助対象事業費※1】 

２，７８０，０００円 

【先駆的補事業費※2】 

 １４，０００，０００円 

 

【先駆的自主事業費※3】 

 ２０，０００，０００円 

2024（Ｒ６） 

年度 

635,780,000（円） 

 

※1 補助対象事業費 

使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的補助事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

※3 先駆的自主事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、当会自主

事業の収益金を活用す

るもの 

【一般管理費】等 

１０７，０００，０００円 

【ふるさと納税事業管理費】 

４２，０００，０００円 

【仕入費】 

４５０，０００，０００円 

【補助対象事業費※1】 

２，７８０，０００円 

【先駆的補助事業費※2】 

 １４，０００，０００円 

【先駆的自主事業費※3】 

 ２０，０００，０００円 

2025（Ｒ７） 

年度 

635,780,000（円） 

 

※1 補助対象事業費 

使途が定まっている補

助事業 

※2 先駆的補助事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、補助金を

活用するもの 

※3 先駆的自主事業費 

当会の独自裁量で執行

する事業で、当会自主

事業の収益金を活用す

るもの 

【一般管理費】等 

１０７，０００，０００円 

【ふるさと納税事業管理費】 

４２，０００，０００円 

【仕入費】 

４５０，０００，０００円 

【補助対象事業費※1】 

２，７８０，０００円 

【先駆的補助事業費※2】 

 １４，０００，０００円 

【先駆的自主事業費※3】 

 ２０，０００，０００円 

 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

1 主要な運転資金確保事業について 

当会では、2020 年度よりふるさと納税の抜本的改革及び運営業務を担っている。その主な収入

源である取扱い手数料は『PFS』契約形態を採用しているため、納税額に連動して収入が増減す

る仕組みである。一方で、手数料収入が増加する場合は、市からの補助金が減少するものの、自

由裁量度合いが高まるため、柔軟な対応が常に求められる観光地域づくり組織にとって好ましい

傾向であると言える。 

当会関与前（2019 年度）の納税額は約 1.35 億円であったが、改革わずか 2 年で「12.5 億

（830％増）」と大幅に増加し県内 1 位に躍進した。この結果、当会の経営安定化への貢献はも

とより、福島市財源への貢献、福島市内事業者への貢献、福島市関係人口拡大等に大きく貢献す

る『CSV』（三方良し）型の取組みの代名詞として、市内外から注目されるようになった。ま

た、取扱い事業者を「大手旅行会社」から当会に移管した副次的効果として、本事業手数料の県
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外流出が劇的に減少するのみならず、本事業を執行するための新たな地域雇用が生じた。加え

て、本事業の利益（手数料収入から人件費や営業費用を引いたもの）を地域に再投資する仕組み

の構築により、改革前と比較して地域に対する投資額が向上した。これらのことから、当会自主

財源の安定的確保と地域への貢献の両立基盤が整いつつあると考える。 

② 着地型旅行プラン等による収入について 

当市では、各温泉地振興の担い手として 3 つの温泉観光協会が存在することから、当会は市域全

体の観光地域づくり戦略・戦術の立案や執行を担い、同協会群はコンテンツ造成や販売を担う水

平型補完関係が望ましいと考えている。よって、各温泉観光協会や観光関連産業のコンテンツ開

発・運用能力向上支援が当会の優先業務であろうと考える。 

 

 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

「福島市新たな時代の観光共創戦略」（令和４年～７年）において、本市観光地域づくりの舵取り役

として位置づけ、行政との両輪により、データ分析に基づく明確な戦略を地域で共有し、本市観光振

興と地域全体の経営強化を推進する重要な役割を担っている。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以

外）や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について 

（※重複しない場合は記載不要） 

 

重複なし 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 横葉 純一 

担当部署名（役職） 事務局長（CMO/SO） 

郵便番号 ９６０－８０６１ 

所在地 福島県福島市五月町１０－１７ 酪農会館３０３ 

電話番号（直通） ０２４－５６３－５５５４ 

ＦＡＸ番号 ０２４－５６３－５９１５ 

Ｅ－ｍａｉｌ yokoha-j@f-kankou.jp 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 福島市 

担当者氏名 阿部 裕朗 

担当部署名（役職） 観光交流推進室観光企画戦略係長 

郵便番号 ９６０－８６０１ 

所在地 福島県福島市五老内町３番１号 

電話番号（直通） ０２４－５１５－６０１２ 

ＦＡＸ番号 ０２４－５３５－１４０１ 

Ｅ－ｍａｉｌ hiroaki-299@mail.city.fukushima.fukushima.jp  

 


